
                   須坂園芸高等学校  

第３７回全国造園デザインコンクール入賞者と受賞内容の紹介 
 

下記のとおり、提出した１１作品の中から、１月２４日に日本造園建設業協会から連絡があり（表

彰式２月５日東京）、１１作品のうち、枠内に示した７作品（入選６作品、佳作１作品）が入賞しまし

た。入賞者の数と内容が全国で一番優れていることから、学校として６年連続で文部科学大臣賞を受

賞する快挙となりました。※応募総数は一般、大学生を含めて３４７作品で、そのうち入選数は１８

点、佳作は１０点でした。 

 

１.受賞者の紹介 

 公共的空間部門   ２作品 

 国土交通大臣賞   造園科３年４組 野口 惠理 テーマ：時を刻む空間 

 入選      造園科３年２組 樋口 翔子 テーマ：人と自然に優しい空間 

 

住宅庭園部門    ２作品 

社団法人日本造園学会長賞 造園科２年３組 加藤 春実 テーマ： 家族が快適に過ごす庭 

 入選      造園科２年１組 坂田由里香 テーマ： 自然に親しむ庭 

 

街区公園部門   ２作品 

社団法人日本造園建設業協会長賞 造園科３年１組 木藤美知香 テーマ：街の中のオアシス空間 

 佳作       造園科３年４組 鈴木  幸 テーマ：地域に愛される里山風景 

 

実習作品部門   １作品 

全国高等学校造園教育研究協議会長賞 造園科３年２組 落合由美子 テーマ：禅（ぜん）の庭  

２.賞の紹介 

文  部  科  学  大   臣    賞：高校生の部で、最も指導力の優れた高等学校 

国 土 交 通 大 臣 賞：全作品の中で、総合的に最も優れた作品 

社 団 法 人 日 本 造 園 学 会 長 賞：全作品の中で新たな技術開発に資する最も独創性や先進性を有する作品 

社団法人日本造園建設業協会長賞：全作品の中で、計画・施工・利用について最も優れた作品 

全国高等学校造園教育研究協議会長賞：高校生の部で、最も優れた作品 


